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海から祭りへ

Photographs by Kazuhisa Natori

K.Mamiya

この船がつなぐもの。
それは目的地だけではありません。
たくさんの人生をつないで、

喜びを紡いで、
飛鳥Ⅱは海を航ります。

ショップクラーク

　「飛鳥II」の4つのショップのうち、私はカ
ジュアルウェアを幅広く取り揃えた
FLAP-FLAPを担当しています。シーズン
毎はもちろん、クルーズのテーマや寄港地
によってマネキンの服を着せ替えさせたり
ウィンドウに陳列している商品を入れ替え、
クルーズの気分を盛り上げる店頭演出を
工夫しています。また、お客様に商品のご
説明をして、納得してお買い上げいただけ
るように心がけています。たとえば、船内に
展示してある工芸作品についてはショップ
クラーク全員で勉強会をしています。作家
の想いが込められたものですから責任は
重大です。実際に工芸作家の工房を訪ね
て、創作風景を拝見したりお話をお聞きし
たりすることもあります。お客様にはお買い
物をクルーズの楽しみのひとつとしていた
だくこと、それがショップクラークとしてのや
りがいだと思っています。

ずっと船に乗っていると緑が恋しくなるので、
休暇中はガーデニングや切花を買ってきてア
レンジを楽しんでいる。また、仕事にプラスとな
るようにと、希望して飛鳥クルーズオリジナル
ワインづくりに参加したり、工芸作家の工房
取材に同行したりなど勉強熱心な一面も。

お客様の
笑顔が
私たちの
喜び

第七回

お買い物も
クルーズの
楽しみのひとつに
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毎年人気の
お祭りクルーズの中から
阿波おどりクルーズを
ご紹介します。 photographs by Norizumi Kitada

「飛鳥連」の一体感が たまらない！

「
飛
鳥
連
」の

一
日

船
内
で
な
ご
や
か
に

阿
波
お
ど
り
の
練
習

踊
る
人
、観
る
人
が

バ
ス
で
演
舞
場
へ

本
番
直
前
！

待
機
中
の「
飛
鳥
連
」

この夏いちばんの
思い出づくり

プールサイドで
夏祭り気分を
満喫！

お揃いの衣装で艶やかな
女踊り

アクロバティックな
“踊り”に大歓声

次第に緊張もほぐれ
楽しさ全開

翌日には高松で
大迫力の花火観覧

阿波おどりクルーズは１９９３年から続く人気のクルーズ。中止期間
を除いて、毎年のように参加されているお客様もいらっしゃいます。
今回は５０数名が寄港地観光ツアーの踊り込みにご参加。初めての
方も多くいらっしゃいました。
「踊ったことがないのに、いきなり大舞台に出て大丈夫？」これはよく
あるご質問です。女踊りの一糸乱れぬ艶やかな踊りや、男踊りの躍
動感溢れる踊りをご存知の方ほど、心配されるようです。でも大丈
夫。伝統ある「うきよ連」さんが踊りの指導から衣装の着付け、本番
のサポートまでやってくださいますから。祭りの期間は街中のそこか
しこで阿波おどりが踊られます。まずはその雰囲気を楽しまれるだ
けでもいいでしょう。でも、参加するなら踊らにゃそんそん。ご自身が
祭りの一部になる、心も踊る体験をぜひご一緒しませんか。

Y.Masudaクルーズディレクター／
チーフパーサー

２０２４年８月「阿波おどり・高松花火クルーズ」にて

鳥Ⅱ」の人気定番といえば夏
祭りクルーズ。その中から、来
たる夏に思いを馳せて、阿波

おどりクルーズをご紹介します。
　毎年８月に催行される「阿波おどり・高松ク
ルーズ」では、お客様と乗組員が「飛鳥連」を
組んで会場へ踊り込む寄港地観光ツアーが人気
です。毎年、踊り込みに参加されているお客様
もいらっしゃいますが、多くの方が阿波おどりは
初体験。本番当日、毎年指導してくださってい
る「うきよ連」の皆さんに船内で踊りを習います。
模範演技を目にしたお客様の中に不安が広がり
ますが、「うきよ連」中谷会長の「右手と右足、
左手と左足を同時に出せば阿波おどり」という
一言でお客様の緊張が一気に解けました。
そろいの衣装を着付けしてもらったら、いざ会場
へ。演舞場の中でも最大規模の「藍場浜演舞場」
が本番の舞台。地元の連の素晴らしい踊り、会
場の熱気に圧倒されます。そして「飛鳥連」の
登場。「うきよ連」のサポートのもと、乗組員や
プロダクションキャストも一緒になって「飛鳥連」
をもり立て、観覧するお客様の応援で、踊るお
客様も満面の笑み。踊り込みは大成功でした。
興味があればまずは挑戦してみることでご自分
の世界が広がります。次回はあなたも「飛鳥連」
で踊りませんか？

「飛

海から
祭りへ

特集１

5 445
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※掲載の旅行代金は２名１室利用時お一人様代金です。お得なMy ASUKA CLUB会員旅行代金もございます。 ※詳しくは同封の商品パンフレットや飛鳥クルーズホームページをご覧ください。

夏休みにぴったり、家族で楽しめるおすすめのクルーズ
蒲郡花火クルーズ

蒲郡まつりの最終日に行われる花火大会では、太平洋側最大級といわれる正三尺玉の花火
が1日に３発打ち上がります。東京スカイツリーがすっぽり入る直径約650mに花開く様子は大
迫力。縁日や盆踊りなど船内のお楽しみも盛りだくさん。

●横浜→蒲郡（※初寄港）→横浜 ●7/25（金）～28（月）
●３泊４日 ●旅行代金 242,000円～1,131,000円

夏休み 紀州日高クルーズ

日高停泊中は愛らしいパンダたちで有名なアドベンチャーワールドを訪れたり、霊験あら
たかな高野山の宿坊に一泊したりできる多彩な寄港地観光ツアーをご用意。今年の夏
休みは「飛鳥Ⅱ」で特別な思い出を作ってみませんか。

●横浜→日高（停泊）→横浜 ●7/29（火）～8/1（金）
●3泊4日 ●旅行代金 232,000円～1,082,500円

阿波おどり・高松花火クルーズ

祭りの熱気に包まれる徳島では、最大規模の演舞場で本場の阿波おどりを観覧。踊り
込みツアーの参加者は「飛鳥連」として大勢の観客でにぎわう藍場浜の演舞場で踊る
ことができます。そして、高松港では船上から高松花火を楽しみます。

●横浜→小松島→高松（停泊）→横浜 ●8/11（月・祝）～16（土）
●５泊６日 ●旅行代金 436,000円～2,044,000円

竿燈・ねぶた祭クルーズ

東北三大祭りのうち二つを一つのクルーズで楽しめる「竿燈・ねぶた祭クルーズ」。ね
ぶた祭の踊り込みツアーでは、そろいのハネト衣装に身を包み、「飛鳥Ⅱ」の乗組員たち
と一緒に「ラッセーラー」のかけ声で、飛び跳ねて祭りの興奮を味わえます。

●横浜→秋田→青森（停泊）→横浜 ●8/3（日）～9（土）
●６泊７日 ●旅行代金 523,000円～2,453,000円
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ねぶた祭

「ねぶた祭」は歌舞伎な
どの物語をテーマに
描いた勇壮な人形ねぶ
たの山車に続いて囃子
と跳ねるように踊るハネ
トたちが沿道を運行す
るにぎやかな祭。東北が
誇る夏祭りの一つです。

花火

大勢の見物客で混雑す
る花火大会も「飛鳥Ⅱ」
の船上からなら快適。
陽が暮れると屋外デッ
キには観覧席が並べら
れます。夜風が吹く頃、
浴衣に着替えたら、船上
の観覧席へ。夏の太陽
が海岸線に沈み、空に
星が輝く頃、ドーンと打
ち上げの音が響き、夜
空に次 と々あがる大輪の
花火。

船上の夏祭り

夏休みクルーズでは、
プールサイドで縁日が開
かれることがあります。
クルーズスタッフたちが
趣向を凝らした射的、輪
投げ、スーパーボウルす
くいなどのゲームにわた
あめやラムネ屋さんも登
場。目を輝かせる子ども
たちに混じって、大人た
ちだって真剣勝負。

阿波おどり

400年を超える歴史を持
つといわれる「阿波おど
り」。街のあちこちに演
舞場が設けられ、徳島
の街は祭りの熱気に包
まれます。毎夏この日の
ために踊りに磨きをかけ
てきた踊り手たちが、三
味線、太鼓、鉦鼓、篠笛
などの２拍子の伴奏に
のって、踊り歩きます。

竿燈まつり

長い竹竿に提灯を稲穂
に見立てたくさん吊り下
げ、五穀豊穣を願う
｢秋田竿燈まつり」。腕自
慢の差し手が、手のひ
ら、額、腰などでバランス
をとる妙技には思わず
息をのみます。

かん とう

「会場は
にぎわっていたけれど、
飛鳥Ⅱで行けば、
誘導もスムーズで
リラックスして
観られました」

台湾からも祭りへ

台湾の旅行代理店を通じ
て、「阿波おどり・高松花火
クルーズ」に乗船されたお客
様にお話を聞いてみると、台
湾でもねぶた祭や阿波おど
りは有名だそうです。

「飛鳥Ⅱの夏祭りクルーズは
毎年人気なので、
今年のねぶた祭は
完売、今回やっと

阿波おどりに乗れました！」

「伝統的な舞踊なのに、
一般の人たちも祭りに
参加して踊れるというのが
すばらしいと思いました」

↑画像提供→
（公社）青森観光
　コンベンション協会

↓画像提供
（公社）青森観光
　コンベンション協会

がまごおり

7 667
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審
査
会

レ
ポ
ー
ト

入選作品など
詳しくは

ホームページを
ご覧ください。

郵船クルーズ株式会社
常務執行役員

熱田 健二

（
順
不
同
）

https://www.asukacruise.co.jp/news/4671/

日本画、洋画といった
ジャンルにとらわれない
作品が集まって、しかも
作者の年齢もさまざま。
共通しているのは皆さん
未来を目指しているとい
うこと。ひょっとしたらこれ
は、新しい船で船出する
アートの夜明けなんじゃ
ないかと。第一回目、僕は
大成功だと思いました。

新しいアートの
夜明けに

平松礼二氏

フランス芸術文化勲章・
シュヴァリエ受勲

審査の基準としたのは
絵から見えてくる「会って
みたいな」と思わせるよう
な人柄。そして何を見た
かではなく、何を感じた
かが表現されていること。
感動を色と形に置き換え
て表現できている絵を見
たら、ふっと自分がその
絵の中に入っているよう
な気がするんです。

会いたく
なるような
人柄が大事

土屋土屋土 禮一氏

日本藝術院会員

※千住博氏は別日に
審査いただきました。

様 な々事柄に感動し、そ
れを伝える力に満ちた
多くの作品に触れました。
デジタル主導の今の時
代であっても、デジタルで
表せない素材感や体験
価値を補完するのがこ
れからの芸術の内実。
世界の海を超えて活躍
できる画家たちを応援し
たいと思いました。

海を超えて
活躍できる
画家を応援

千住博氏

日本藝術院会員

「塩竈港祭り」
成田真梨菜氏（宮城県） 絵画 P20号

「陽の沈む頃」
髙田トシアキ氏（広島県） 写真

準グランプリ

「万華鏡/秋」
川田隆夫氏（東京都） 絵画 P20号

準グランプリ 準グランプリ

「夜へと誘う」
木村直広氏（新潟県） 絵画 P50号

グランプリ

絵画には水彩から油絵、
日本画をはじめ、彫金や
染色など幅広い出品が
ありました。審査のポイン
トとしたのは、使う画材や
素材の個性をフルに活
かして、その中に自分の
思いを表現すること。そ
れは常々、私が漆芸制
作という分野で心がけ
ていることでもあります。

何気なく見ていた風景
が、船内に飾られた作品
を通して「こんな価値が
あったんだ」「こんな見方
もあるんだ」と気づく。そ
のきっかけになることが
作品にとっても幸せなの
かなと。作品が、クルーズ
での時間を豊かにする
「気づきの装置」になるこ
とを願っています。

室瀬和美氏

素材の個性を
活かした
作品を
重要無形文化財
「蒔絵」保持者

想像していた以上にク
オリティの高い写真作品
が集まりました。入選した
作品は、乗船されたお客
様が「飛鳥Ⅲ」の船内で
クルーズ中に何度も見る
ことになります。ですので
見るたびに違った印象
を与えられるかという視
点から審査いたしました。

中村庸夫氏

海洋写真家

見るたびに
違った印象を
与えること

P
hotographs by K

azuhisa N
atori

審査員左から　
平松氏、室瀬氏、田村氏、
土屋氏、中村氏、小山氏

創作された方の人生が
絵の中にうかがえちゃう
んですよ。それは良いと
か悪いとかいうものじゃ
ない。だから審査はとて
も難しく、でも決めなきゃ
いけない。洋上で良い心
地で気分よく楽しく観て
もらえるような作品を、私
の経験の上での直感で
選ばせていただきました。

絵の中に
人生が
うかがえる

田村能里子氏

洋画家・壁画家

入選作品の
一部を

ご紹介します。

当アート公募展に予想を超える多くのご応募を賜り、心より感謝申し
上げます。「飛鳥Ⅲ」には、年齢・国籍にかかわらず、学生や若手作家な
ど多様性に富んだアート作品を広く展示したいと考え、本公募展を実
施する運びとなりました。このアート公募展を通じて、ご自身の作品を世
の中に出してみようと挑戦する機会がご提供できたならば幸いです。
　ご乗船されるお客様が、今回の公募展入選作品１２6点を含め、多く
の作品をゆっくりとお好きな時間にお楽しみいただければと存じます。
　「飛鳥Ⅲ」がアートとの出合いの場やお客様同士の繋がりのきっかけ
になることを期待しております。「飛鳥Ⅲ」の就航をぜひご期待ください。

飛鳥クルーズ
アンバサダー

クルーズを
豊かにする
気づきの装置に

小山薫堂氏
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ひ
と
た
び
沖
縄
の
扉
を

開
い
て
し
ま
っ
た
ら

も
っ
と
も
っ
と
外
の
海
を

知
り
た
く
な
っ
た

K
azu

fu
m

i M
iyazaw

a

山梨県甲府市生まれ。89年にTHE BOOMのボーカリストとしてデビュー。2014年THE BOOM解
散後、しばらく充電期間を持ち、18年より歌手活動を再開。21年にアルバム『次世界』をリリースし、
精力的に音楽活動を展開。代表曲のひとつ「島唄」はアルゼンチンの音楽賞3部門受賞。今なお国
内外で愛されている。現在、沖縄県立芸術大学で非常勤講師を務める。

みやざわ　かずふみ

大
海
原
を
進
ん
で

よ
う
や
く

近
づ
け
た
硫
黄
島

地
球
の
丸
み
を
感
じ
る

新
し
い
旅
の
発
見

ち
合
い
た
か
っ
た
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
も
祖
父
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。暗
い
話
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
心
を
開
い
て
く
れ
た
よ
う
な
感

じ
で
、
そ
の
後
は
一
緒
に
盛
り
上
が
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
曲
目
の
「
ブ
ラ
ン
カ
」
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
で
出
発
と
い
う
意
味
で
す
。

人
は
い
つ
か
必
ず
海
を
渡
っ
て
旅
を
す

る
と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、「
飛
鳥
Ⅱ
」

に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
最
初
の
曲
に
決

め
て
い
ま
し
た
。
後
は
、
同
じ
場
所
で

お
食
事
を
し
な
が
ら
、
な
る
ほ
ど
こ
う

い
う
方
々
か
と
お
客
様
の
様
子
を
拝
見

し
て
曲
を
入
れ
替
え
た
り
し
て
。
日
本

の
曲
や
、
タ
ン
ゴ
、
沖
縄
民
謡
、
サ
ン

バ
も
入
れ
て
、
皆
さ
ん
と
音
楽
で
世
界

一
周
し
て
み
ま
し
た
。

は
も
と
も
と
内
向
き
な
人
間

で
、
自
分
の
世
界
の
中
で
曲

を
作
る
と
い
う
タ
イ
プ
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
あ
る
と
き
沖
縄
の

扉
を
開
い
て
し
ま
っ
た
。
僕
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い

音
楽
が
あ
っ
た
の
か
と
。
そ
れ
か
ら

も
っ
と
外
の
海
を
見
て
み
た
い
、
も
っ

と
何
か
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
興
味

が
わ
い
て
キ
ュ
ー
バ
や
ブ
ラ
ジ
ル
へ
行

き
ま
し
た
。

　
知
ら
な
い
国
に
行
け
ば
、
民
族
や
言

葉
も
決
定
的
に
違
う
。
そ
れ
で
も
子
ど

も
が
生
ま
れ
れ
ば
涙
を
流
し
て
喜
ぶ

し
、
肉
親
が
死
ね
ば
嘆
き
悲
し
む
。
例

え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
抱
え
る
社
会
問
題

は
計
り
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
か
ら

生
き
る
喜
び
を
表
現
す
る
サ
ン
バ
も
生

ま
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
サ
ン
バ
の
リ
ズ

ム
に
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
い
ら
だ
ち

や
悲
し
み
、喜
び
を
歌
詞
で
の
せ
た
ら
、

僕
ら
が
一
緒
に
踊
れ
る
音
楽
に
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
な

り
の
実
験
の
旅
と
い
う
の
か
な
。
食
材

は
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
や
っ
て
く
る
け

れ
ど
、
調
理
法
は
和
食
で
い
く
ぞ
、
と

い
う
の
が
僕
の
音
楽
な
の
で
す
。

　
頸
椎
を
痛
め
て
、
バ
ン
ド
を
解
散
し

て
か
ら
は
ギ
タ
ー
に
も
触
れ
ず
に
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
と
き
東
日
本
大

震
災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

呼
ば
れ
ま
し
た
。
リ
ン
グ
を
降
り
た
ボ

ク
サ
ー
み
た
い
な
も
の
で
、
ス
テ
ー
ジ

に
あ
が
る
の
が
怖
い
。
案
の
定
、
声
も

出
な
く
て
ボ
ロ
ボ
ロ
。
そ
れ
な
の
に
大

き
な
拍
手
を
い
た
だ
い
て
。
申
し
訳
な

い
と
思
い
な
が
ら
も
、
歌
で
人
を
喜
ば

せ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
ん
な
素
敵
な
世

界
に
い
た
の
か
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
声
が
か
か
っ
た
ら
歌
お
う
と
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。
今
年
は
デ
ビ
ュ
ー
35
周
年
で
大
き

な
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
っ
て
、
走
り
続
け

て
い
ま
す
。

　
今
度
は
仕
事
で
は
な
く
、「
飛
鳥
Ⅱ
」

に
乗
り
た
が
っ
て
い
る
親
を
連
れ
て
来

た
い
で
す
ね
。
い
き
な
り
グ
ア
ム
・
サ

イ
パ
ン
は
大
変
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

近
場
か
ら
乗
せ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

イ
パ
ン
か
ら
乗
船
し
ま
し
た

が
、
陸
か
ら
こ
れ
ほ
ど
離
れ

た
の
は
初
め
て
じ
ゃ
な
い
か

な
。
地
図
だ
と
サ
イ
パ
ン
と
日
本
は
近

い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
2
3
0
0

キ
ロ
を
こ
う
し
て
船
で
進
む
と
地
球
の

大
き
さ
と
い
う
か
、丸
み
を
感
じ
ま
す
。

自
分
で
は
旅
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
新
し
い
旅
の
発
見
で
し
た
。

　
昨
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
話
し
た
の

で
す
が
、
祖
父
が
硫
黄
島
で
戦
死
し
て

い
ま
す
。
骨
壺
だ
け
が
帰
っ
て
き
て
、

中
に
は
砂
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
祖

父
の
遺
骨
は
ま
だ
島
に
あ
る
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
よ
ね
。
昔
か
ら
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
の

人
は
上
陸
で
き
な
い
島
。
今
回
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
1
0
0

キ
ロ
ぐ
ら
い
離
れ
て
い
ま
し
た
が
手
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族

で
こ
ん
な
に
近
づ
い
た
の
は
僕
が
初
め

て
で
す
か
ら
、
感
慨
深
い
で
す
。

　
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
お
客

様
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
仕
事
で
す
。
け

れ
ど
、「
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
、
さ
よ

う
な
ら
」
と
い
う
の
で
な
く
、
洋
上
で

自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
お
客
様
と
分
か

僕

サ

「
常
夏
の
島
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
ク
ル
ー
ズ
」に

乗
船
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
宮
沢
和
史
さ
ん
。

サ
イ
パ
ン
か
ら
横
浜
へ
と

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
大
海
原
を
進
む
夜
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、ポ
ル
ト
ガ
ル
、南
米
、沖
縄
へ
と

音
楽
で
世
界
一
周
を
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

大
い
に
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

number
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Interview
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2024年2月
「常夏の島 グアム・サイパンクルーズ」
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プロダクションマネージャー 今回のショーでは、それぞれのダンサーがサーカスの団員として強い個性を持っ
た役柄を演じています。私も少し怖い感じのシーンで占い師を演じています。優雅
なダンスも好きだけれど、コミカルなステップで道化を演じたりするのもとっても楽し
い。10人のキャストは仕事も生活もいつも一緒。大きな家族のように息が合ってい
るので、私たちの掛け合いをお客様にも楽しんでいただきたいです。

南アフリカ出身。ヨーロッパ、南アメリカ、カリブ海などの客船のダンサーを経て
「飛鳥Ⅱ」に乗船。プロダクションキャストをまとめるマネージャーを務めている。

作
シ
ョ
ー
「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・
ザ
・

サ
ー
カ
ス
」、
も
う
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
し
た
か
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
飛
鳥

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

制
作
・
上
演
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
歴
代

シ
ョ
ー
の
中
で
も
群
を
抜
い
た
世
界
観
を

持
っ
て
い
た
の
が
、
船
上
に
サ
ー
カ
ス
の

舞
台
を
再
現
し
た
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」

（
2
0
0
7
年
上
演
）
で
し
た
。
そ
の
世

界
観
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
生
ま
れ
た
の

が
、
新
作
「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・
ザ
・
サ
ー
カ

ス
」
で
す
。

　
華
や
か
な
サ
ー
カ
ス
、
し
か
し
そ
の
舞

台
裏
で
の
団
員
達
の
様
々
な
心
の
葛
藤
を

歌
と
ダ
ン
ス
で
表
現
し
て
み
た
ら
…
と
、

ま
ず
ス
ト
ー
リ
ー
の
大
筋
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
長
年
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
の
制
作
・
演
出
を
手
が
け
る
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
、
C
B
G
と
「
飛
鳥
Ⅱ
」
で
や
り
と

り
を
し
な
が
ら
曲
選
び
が
始
ま
り
ま
す
。

「
な
じ
み
の
あ
る
曲
も
入
れ
た
い
け
れ
ど
、

振
り
付
け
的
に
は
こ
ち
ら
の
曲
が
合
う

な
」
な
ど
と
、
何
度
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
曲
を
選
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
末
よ
う
や
く
曲

が
決
ま
る
と
そ
こ
か
ら
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は

振
り
付
け
や
衣
装
の
準
備
が
始
動
。
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
キ
ャ
ス
ト
は
世
界
一
周
ク
ル
ー

ズ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
下
船
し
て
、
休
暇

を
挟
み
、
５
月
か
ら
C
B
G
の
ス
タ
ジ
オ

で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

６
月
、
完
成
し
た
衣
装
や
舞
台
セ
ッ
ト
が

搬
入
さ
れ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ゲ
イ

ル
・
デ
イ
ビ
ス
と
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
キ
ャ
ス
ト
達
が
「
飛
鳥
Ⅱ
」
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
初
演
ま
で
は
わ
ず

か
数
週
間
。
音
楽
、
照
明
、
衣
装
、
セ
ッ
ト

が
そ
ろ
っ
た
状
態
で
通
し
稽
古
を
行
い
、

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
ラ
ス
ト
を
飾
っ
て

プ
レ
ミ
ア
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ュ
ー
ジ
カ
ル
は
台
詞
で
は
な
く

歌
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
繋
ぐ
の
で
、

サ
ー
カ
ス
団
員
た
ち
の
心
情
を
ど
う
す
れ

ば
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
の
が
一
番
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
シ
ン

ガ
ー
の
マ
ー
テ
ィ
ン
は
主
人
公
な
の
で
曲

数
も
多
く
、
ダ
ン
サ
ー
達
も
サ
ー
カ
ス
ら

し
い
大
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
ハ
ー
ド
な

振
り
付
け
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
皆
や
り

が
い
を
感
じ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
次

回
ご
乗
船
の
際
に
は
、「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・

ザ
・
サ
ー
カ
ス
」
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

新

茶目っ気たっぷり、コミカルなダンスに思わず笑ってしまう

Profile

Vol.9

もっと
知りたい
飛鳥の
こと

新作ショー

Photographs by Norizumi Kitada, Atsushi Takahashi

衣装はもちろん、かつらや帽子も
たくさんあります

この後、道化たちが振り返った時の衣装にご注目！

10人のキャストは
大きな家族のように息もぴったり

本番前のメイクルーム、
着替えの順に椅子の上に衣装をセット

舞台裏では毎晩、
アスカオーケストラが生演奏しています

世界一周クルーズ中に、
演出のゲイルとのリハーサル

華やかな表舞台と舞台裏の心の葛藤を
個性豊かなキャストが歌とダンスで演じきる

「ビハインド・ザ・サーカス」

ミ
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キール・レイイングで、
そろいの法被姿の上田さん

photographs by Yosuke Owashi

な
ど
節
目
節
目
に
式
典
が
あ
っ
て
、
祝

福
さ
れ
希
望
を
込
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。大
勢
の
人
に
見
守
ら
れ
産
声
を
上

げ
る
客
船
の
誕
生
と
い
う
も
の
は
、
実

に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
。そ
し
て
、
一

隻
一
隻
名
前
を
授
け
ら
れ
た
船
は
、
そ

の
瞬
間
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
始
ま

り
、
個
性
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
育
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
今
ま
さ
に
、「
飛
鳥
Ⅲ
」の

人
生
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

す
。キ
ー
ル
・
レ
イ
イ
ン
グ
で
、「
飛
鳥
Ⅲ
」

の
安
全
運
航
と
笑
顔
の
絶
え
な
い
幸
せ

な
船
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
と
、
私
も

心
を
込
め
て
祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
お
客
様
に

近
代
ク
ル
ー
ズ
と
い

う
世
界
の
扉
を
開
け

た
の
は
、初
代「
飛
鳥
」

と
「
飛
鳥
Ⅱ
」
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。そ
し

て
、「
飛
鳥
Ⅲ
」の
就
航

に
よ
っ
て
、日
本
の
ク

ル
ー
ズ
業
界
は
さ
ら
に
大
き
く
動
き
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
世
界

へ
も
乗
り
出
し
て
い
く
時
代
が
や
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国

か
ら
の
お
客
様
が
日
本
船
を
旅
の
目
的

地
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
で

し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
、
本
物

の
和
食
や
日
本
の
お
も
て
な
し
が
体
験

で
き
る
船
の
価
値
と
い
う
も
の
が
高
く

評
価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
ク

ル
ー
ズ
業
界
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
る

で
し
ょ
う
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
が
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
30
年
で
旅
の
形
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。例
え
ご
夫
婦
で
も
一
人
旅
を

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
家
族
み
ん
な
で

乗
船
す
る
こ
と
も
あ
る
。ク
ル
ー
ズ
は

こ
う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

は
な
く
な
っ
て
、
多
様
性
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
飛
鳥
Ⅲ
」
も
シ
ン
グ
ル
利
用
が
で
き
る

　「
飛
鳥
Ⅲ
」
の
建
造
開
始
を
祝
う
キ
ー

ル
・
レ
イ
イ
ン
グ
と
い
う
式
典
に
昨
年

12
月
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
本
当
に
良
い
造
船
所

を
選
ば
れ
ま
し
た
ね
。取
材
で
お
話
を

伺
う
と
、日
本
独
特
の
お
風
呂
だ
っ
た

り
、
和
食
を
作
る
ギ
ャ
レ
ー
の
設
備
な

ど
は
、
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
討
議
を

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。マ
イ
ヤ
ー
造

船
所
は
歴
史
も
あ
り
客
船
建
造
の
実
績

も
豊
富
で
す
が
、
日
本
船
は
初
め
て
。湯

船
の
深
さ
一
つ
か
ら
し
っ
か
り
と
話
し

合
っ
て
、
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
た

上
で
建
造
を
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
船
と
い
う
の
は
誕
生
ま
で
に
多
く
の

人
の
手
が
携
わ
り
ま
す
。キ
ー
ル
・
レ

イ
イ
ン
グ
を
始
め
、
進
水
式
や
命
名
式

ク
ル
ー
ズ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
作
家
協
会
会

員
、
日
本
外
国
特
派
員
協
会
会
員
。ク
ル
ー
ズ
旅
行
の

楽
し
さ
を
伝
え
続
け
て
30
年
余
り
。外
国
客
船
の
命
名

式
に
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
招
か

れ
る
な
ど
、世
界
的
に
活
躍
。「
豪
華
客
船
は
お
気
に
召

す
ま
ま
」「
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
豪
華
客
船
で
行
く
ク
ル
ー

ズ
の
旅
」
な
ど
著
書
多
数
。2
0
1
3
年
か
ら
ク
ル
ー

ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
選
考
委
員
。

Sumiko Ueda

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
が

30
年
ぶ
り
に

大
き
く
動
き
出
し
ま
す

一
隻
ず
つ

名
前
を
授
け
ら
れ

客
船
は
個
性
を

持
つ
よ
う
に
な
る

ク
ル
ー
ズ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

特
集
2
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ソ
ロ
キ
ャ
ビ
ン
を
作
っ
た
り
、
ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
も
リ
ビ
ン
グ
と
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
に
仕
切
り
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
大
事
に
で
き

る
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

こ
う
い
っ
た
旅
の
自
由
度
が
こ
れ
か
ら

の
ク
ル
ー
ズ
で
は
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の「
飛
鳥
Ⅱ
」は
も
と
も
と
ク
リ
ス

タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う
船
で
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

客
船
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
世
界
レ
ベ
ル
の
ク
ル
ー

ズ
を
経
験
し
た
方
が
小
久
江
キ
ャ
プ
テ

ン
を
始
め
、
ま
だ
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
に
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
世
界
と
い
う
の
は
や
は
り
、
す
ご
い

で
す
よ
。ク
ル
ー
ズ
は
日
々
進
歩
し
て

い
る
し
、
技
術
的
な
も
の
も
発
展
め
ま

ぐ
る
し
い
。自
分
た
ち
だ
け
の
世
界
に

い
て
は
、
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
し
ま

う
。世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
知
っ
て

い
る
方
達
が
築
い
て
き
た
も
の
が
す
で

に
あ
っ
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
時
代
性

を
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
て
い
く
。そ
こ

が
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
の
最
大
の

特
徴
で
あ
り
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　
世
界
を
知
っ
て
い
て
、
か

つ
日
本
の
和
の
心
も
持
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
飛
鳥
ク

ル
ー
ズ
で
す
。フ
ィ
リ
ピ
ン

人
ク
ル
ー
の
教
育
に
も
日
本

の
文
化
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。日
本
語
の
言
葉
遣
い
は
も
ち
ろ
ん

和
の
心
と
い
う
も
の
を
一
生
懸
命
勉
強

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。丁
寧
で
明
る

い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
ベ
タ
ベ

タ
は
し
な
い
。外
国
船
だ
と
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
む
と
い
う
の
か
、
今
日
は
一

日
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
会
話
が
あ
っ

て
か
ら
お
食
事
の
オ
ー
ダ
ー
を
し
ま

す
。で
も
、
日
本
の
お
客
様
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
求
め
だ
か

ら
、
ま
ず
す
っ
と
ご
用
件
を
お
聞
き
す

る
。何
か
お
話
を
す
る
に
し

て
も
、
そ
こ
は
さ
ら
り
と
し

て
い
る
。自
然
と
そ
う
し
た

振
る
舞
い
が
身
に
付
い
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
飛
鳥
Ⅲ
」は「
飛
鳥
Ⅱ
」と

は
ま
た
違
っ
た
個
性
を
育
ん

で
い
く
と
思
い
ま
す
。二
隻

を
乗
り
比
べ
て
自
分
に
合
っ
て
い
る
方

に
乗
っ
た
り
、
一
緒
に
乗
る
相
手
や
目

的
に
よ
っ
て
二
隻
を
乗
り
分
け
た
り
、

と
い
う
よ
う
に
選
択
肢
も
増
え
る
で

し
ょ
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
持
ち
味
や

個
性
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
キ
ー
ル
・
レ
イ
イ
ン
グ
に
も
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、「
飛
鳥
Ⅲ
」
は

我
が
子
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
私
は
親

戚
の
お
ば
さ
ん
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
は

お
り
ま
す
。来
年
は
進
水
式
で
つ
い
に

海
に
浮
か
び
ま
す
し
、
も
う
楽
し
み
で

し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
的
に
は
夢
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

外
国
船
で
は「
バ
ウ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」と

い
っ
て
、
夫
婦
が
結
婚
の
節
目
に
新
た

な
誓
い
を
す
る
式
を
執
り
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。人
生
は
航
路
に
例
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
船
上
で
の
新

た
な
誓
い
を
い
つ
か
、
伝
統
あ
る
飛
鳥

ク
ル
ー
ズ
の
船
で
で
き
た
ら
素
敵
で

し
ょ
う
ね
。

飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
の

強
み
は

世
界
を
知
り
つ
つ

和
の
心
を
持
つ
こ
と

2024年2月
「アスカクラブクルーズ Nex t」にて

上
田
寿
美
子

寿
美
子
さ
ん

客
船
は
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ

産
声
を
上
げ
て
誕
生
す
る

「
飛
鳥
Ⅲ
」の
人
生
も
今
ま
さ
に
始
ま
っ
て
い
る

Sum
iko U

eda

テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の

ク
ル
ー
ズ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

上
田
寿
美
子
さ
ん
。

「
飛
鳥
Ⅲ
」へ
の
期
待
と
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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「飛鳥Ⅱ」のディナーテーブルを優
雅に彩るテーブルナプキン。その
折り方が毎晩ちがうことにお気づ
きでしょうか。和食、洋食、中華な
どディナーの種類によっても変わり
ます。世界一周クルーズではお客
さまに喜んでいただこうと、担当の
ウエイターが折り方の本を参考に
100日間毎日違う折り方を選んで
いるそうです。今回は代表的な10
種類をご紹介します。さて、いくつ
見かけたことがありますか？

テーブル
ナプキン

Photographs by Norizumi Kitada

飛鳥Ⅱには
さまざまな美が、
さりげなく

息づいています。
その背景にある

ストーリーを知れば
確かめたくなる
はずです。

Collection 9

飛鳥の
美しい
かたち

ニンジン
Carrot

蝶
Butter�y

司祭の帽子
Bishop

バラ
Rose

極楽鳥
Birds of Paradise

バナナ
Banana

Photographs by Norizumi Kitada

扇
Fan

キャンドル
Long Candle

星
Star

イカ
Squid

ピンと立った
キャンドル。
イタリアンや

クリスマスなどにも
登場します。

手先の器用さが
求められそうな
フォルムの星は、
フォーマルディナーに
登場します。

ニンジンに
似ていますが、
上から見るとイカの
感じが出ています。
和食の日に出ます。

ちょこんと斜めに
置かれた様子は
まさにニンジン！

和食の２日目に出ます。

羽根をひろげて
羽ばたく蝶のイメージ。

洋食の日に
登場することが
あります。

最もスタンダードな折り方。
シンプルで倒れにくい。
初日の洋食ディナーに
登場します。

ほころび始めた
バラのつぼみをイメージした

可憐なデザイン。
和食の最初の夜に
登場します。

極楽鳥のトサカを
模したフォルム。
和食の日に
登場することが
あります。

皮を剥いたバナナは
なんだか

陽気な雰囲気。
洋食の時に登場します。

優雅に開いた扇は、
なかなか

出会えないかもしれません。
中華の時に登場します。

19 18
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Q1.
レセプションでフロント業務
などをするアシスタントパー
サーと、お部屋のアメニティ
などの納品・発注・在庫管
理業務を行うストアキーパー
を兼任しています。

普段の
お仕事は？ 

Q2.いつ走っていますか？

朝６時台か、お昼の休憩時
間にデッキを走っています。
いつも７周（＝３キロ）ぐら
い走ります。距離を走ったり
速く走ったりするのではなく、
軽く汗を流すのが目的です。
基本は船内の仕事なので、
太陽をあびたり海風を感じ
る時間を作った方が健康的
かなと思っています。

Q3.
船の仕事は気分転換が大切
です。大変なことがあっても、
次のシフトではしっかり持ち
直して職場に戻ってこなくて
はならないので、きれいな日
の出や海を眺めながら、気
持ちいいな～！今日もがんば
れるぞってちょっと自己暗示
をかけたりしています。後は、
次の休暇のこととかを考えて
いることが多いですね。

走っているときは
何を考えていますか？

Q4.
日の出の頃に走っていること
が多いのですが、ものすごく
きれいな朝焼けが見える時
があります。それとは逆に、
夜明け前の暗い時間帯に、
神戸に向かう大阪湾の手前
で、船がつくる波の輪郭が
青白く光って見えたことがあ
ります。あれは、夜光虫だっ
たのか。とても幻想的な光
景でした。

走っているときに
見た美しい景色は？

Q5. 海でのランニングに合う音楽は？

今日もがんばれる！
きれいな朝焼けで
気持ちも新たに
歩いて、走って
デッキを回れば
「飛鳥Ⅱ」も世界を回る

1周440メートルの7デッキ「プロム
ナードデッキ」。現代の客船ではめずら
しくなったぶ厚いチーク材が敷かれて
いるので走り心地もやわらか。360度
オーシャンビューのランニングコース
は贅沢そのもの。「飛鳥Ⅱ」が走行する
海域とその時々の風や波によって、千
変万化する自慢のランニングコースで
す。さて、今日は誰が走っているので
しょう？

アシスタントパーサー/
ストアキーパー

滋賀県出身。遠くへ行
ける仕事に就きたいと、
海上自衛隊の護衛艦
で調理員になる。その後、陸のレストランでシェフ
として働きながらソムリエの勉強をして、2021年
から「飛鳥Ⅱ」に乗船。パーサー部・プロビジョン
部に配属され今に至る。

ランナー

OFF

アシスタントパーサー

ON

デッキで走るときは壮大な音
楽を聞くと、とても気分が上
がります。個人的には、古典
的なバッハなどよりも近現代
のワーグナーやマーラーが合
うと思っています。
ワーグナーのワ
ルキューレや、
チャイコフスキー
のバレエ組曲も
おすすめです。

2024年2月の
「常夏の島 グアム・サイパンクルーズ」にて

那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
ク
ル
マ
で
約
15
分
。
国
際
通
り

の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
「
市
場
本
通

り
」
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
観
光

客
で
賑
わ
う
通
り
を
歩
き
、
ふ
ら

り
と
入
っ
た
お
土
産
屋
さ
ん
で

さ
っ
そ
く
「
じ
ゅ
ー
し
ぃ
の
素
」

を
発
見
！
あ
っ
け
な
く
ミ
ッ
シ
ョ

ン
完
了
で
す
。
取
材
班
は
、
さ
ら

に
足
を
伸
ば
し
て
「
壺
屋
や
ち
む

ん
通
り
」
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
。「
や
ち

む
ん
」
と
は
焼
物
を
意
味
し
、
通

り
添
い
に
は
陶
芸
工
房
や
直
売
店

が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
界
隈
は

沖
縄
の
風
情
を
今
に
残
す
落
ち
着

き
の
あ
る
場
所
。
シ
ー
サ
ー
の
あ

る
門
柱
の
傍
ら
で
猫
が
の
ん
び
り

昼
寝
を
し
て
い
ま
し
た
。

「じゅーしぃの素」

那
覇

沖
縄

上
勤
務
の
頃
、

那
覇
に
寄
港
す

る
際
に
お
土
産
に
買
って
い
た
の
が
「
じ
ゅ
ー

し
ぃ
の
素
」。
沖
縄
の
家
庭
料
理
で
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
炊
き
込
み
ご
飯
の
素
で
す
。
那
覇

に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
土
産
が
あ
る
の
で
す
が
、

家
族
の
ご
指
名
は
いつ
も
こ
れ
で
し
た
。

　
に
ん
じ
ん
、
タ
ケ
ノ
コ
、
し
い
た
け
、
豚
肉
、

ひ
じ
き
、
油
揚
げ
な
ど
具
沢
山
で
す
。
い

く
つ
か
メ
ー
カ
ー
は
あ
り
ま
す
が
我
が
家
の

お
気
に
入
り
は
オ
キ
ハ
ム
さ
ん
。
夕
飯
に

「
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
」
や
「
ポ
ー
ク
た
ま

ご
」
な
ど
つ
く
る
時
に
、
こ
の
「
じ
ゅ
ー
し
ぃ

の
素
」
が
プ
ラ
ス一
品
あ
れ
ば
、
ぐ
っ
と
沖

縄
気
分
が
増
し
ま
す
。

　
お
土
産
物
屋
さ
ん
で
売
っ
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
ス
ー
パ
ー
で
も
売
って
い
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
地
元
の
方
に
も
こ
の
「
じ
ゅ
ー

し
ぃ
の
素
」
は
手
軽
で
お
馴
染
み
の
味
な
の

で
し
ょ
う
。
レ
ト
ル
ト
な
の
で
日
持
ち
の
心

配
が
な
く
、
ク
ル
ー
ズ
の
お
土
産
に
は
お
す

す
め
で
す
。

訪
ね
て

み
ま
し
た

海

市
場
の
喧
騒
を
抜
け
れ
ば

沖
縄
の
風
情
を
今
に
残
す
壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

市場本通り

Photographs by Kazuhisa NatoriPhotographs by Taishi Sakamoto

那
覇
市

ク
ル
ー
が
見
つ
け
た

那
覇
ク
ル
ー
ズ

タ
ー
ミ
ナ
ル

飛
鳥

国際通
り

那
覇
市
第
一

牧
志
公
設
市
場

市
場
本
通
り

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

寄
港
地
の

い
ち
お
し

第
三
回

ホテル部
特命事項担当

Y.Nomura

ASUKA

W
A

LKING & RUNNIN

G
CL

U
B

る
際
に
お
土
産
に
買
って
い
た
の
が
「
じ
ゅ
ー
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火
を
制
御
し
て

狙
っ
た
と
こ
ろ
に
模
様
を
出
し
た
い

挑
ん
で
は
裏
切
ら
れ
る
が

狙
っ
て
も
い
な
い
景
色
も
現
れ
る

V
ol.06

東
京

西
日
暮
里

金
工

Photographs by Yosuke Owashi

の
高
温
で
焼
い
て
酸
化
さ
せ
る
こ
と
で
色
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
火
の
回
り
方
を
制
御
で
き
れ
ば
、
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
模
様
を
き
れ

い
に
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
毎
回
挑
む
の
で
す
が
よ
く
裏
切
ら

れ
ま
す
。
で
も
狙
って
も
い
な
か
っ
た
景
色
が
現
れ
た
り
す
る
の
が
ま

た
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　
作
品
の
着
想
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

「
響
花
」
も
そ
う
で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
重
ね
て
置
い
て
あ
っ
た
植
木
鉢

の
脇
か
ら
、
去
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
曲
が
り
な
が
ら
も
力
強

く
芽
を
出
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
植
物
の
持
つ
生
命
力
に
あ
ら

た
め
て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
力
強
い
曲
線
を
表
現
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
って
作
品
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
昨
年
、
第
１
回
「
日
本
工
芸
会
会
員
賞
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
賞
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
、
受
賞
し
た
と
き
は
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
こ
と

を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き
な
客
船
の
中
に
展
示
さ
れ
る
と

伺
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
空
間
で
周
り
の
雰
囲
気
に
負
け
て
し

ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
楽
し
み
な
よ
う
で
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

　
作
品
を
見
て
い
た
だ
い
て
少
し
で
も
鋳
金
に
興
味
を
持
って
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
船
で
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
常
で
は
花
を
生
け
て
も
良
い
し
、
こ
こ
に
飾
り
た
い
と
思

う
空
間
に
そ
の
ま
ま
置
い
て
い
た
だ
い
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
自

由
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
作
家
と
し
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

た
り
、
新
し
い
砂
を
少
し
ず
つ
継
ぎ
足
し
な
が
ら
代
々
大
切
に
使
っ

て
い
ま
す
。
一
度
鋳
型
に
し
た
砂
も
使
い
終
わ
っ
た
ら
ま
た
元
に
戻

す
の
で
、
も
し
か
す
る
と
１
０
０
年
前
の
砂
粒
も
混
じ
って
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
や
わ
ら
か
い
砂
は
ど
ん
な
形
に
も
な
る
け
れ
ど
、
押

し
固
め
れ
ば
か
た
く
な
り
ま
す
。
混
じ
り
け
の
な
い
均
一な
砂
を
使

う
こ
と
で
、
熱
い
金
属
を
流
し
て
鋳
込
ん
だ
と
き
に
美
し
い
表
面
に

仕
上
が
る
の
で
す
。

一
皮
剥
く
と
言
って
い
ま
す
が
、
鋳
込
ん
だ
も
の
の
表
面
を
金
ヤ
ス

リ
な
ど
で
削
り
あ
げ
、
傷
が
な
く
な
る
ま
で
磨
き
あ
げ
た
ら
、
色

を
付
け
る
工
程
に
入
り
ま
す
。
出
し
た
い
色
に
よ
っ
て
工
程
は
様
々

で
す
が
、
例
え
ば
「
飛
鳥
Ⅱ
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
響
花
」
と
い

う
花
器
の
赤
い
部
分
は
、
松
炭
を
使
って
表
面
を
銅
が
溶
け
る
寸
前

　
鋳
金
は
高
温
で
溶
か
し
た
金
属
を
鋳
型
に
注
ぎ
込
ん
で
作
り
ま

す
。
指
輪
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ
う
な
小
さ
な
も
の
か
ら
、
ド
ア
ノ
ブ
、

花
器
・
茶
道
具
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
、
銅
像
な
ど
の
大
き
な
も
の
ま
で
、

ど
ん
な
形
で
も
思
う
ま
ま
に
作
れ
る
と
こ
ろ
が
鋳
金
の
面
白
さ
で

す
。

　
学
生
時
代
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
言
って
映
像
系
の
勉
強
を
し
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
の
版
木
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
に
取
り
込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
上
で
版
木
を
再
現
す
る
よ
う
な
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
昔
の
人
の
手
仕
事
の
細
や
か
さ
を

間
近
で
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
手
を
使
って
何
か
を
作
る

の
は
好
き
だ
っ
た
の
で
、
も
の
作
り
に
俄
然
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
父
が
国
会
議
事
堂
の
ド
ア
ノ
ブ
を
修
復
す
る
と
い
う
大

き
な
仕
事
を
任
さ
れ
、
と
に
か
く
人
出
が
必
要
に
な
り
、
父
に
教

わ
り
な
が
ら
仕
事
を
手
伝
う
う
ち
に
鋳
物
の
世
界
へ
と
入
り
ま
し

た
。
や
が
て
工
芸
展
な
ど
に
も
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
作
品
を
作
る
と
き
は
、
ま
ず
原
型
を
作
り
ま
す
。
石
膏
な
ど
で

原
型
を
作
っ
た
ら
、
金
属
を
流
す
た
め
の
鋳
型
を
砂
で
作
り
ま
す
。

普
通
の
砂
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
日
湿
度
を
調
整
し

宝
飾
品
か
ら
仏
像
ま
で

鋳
金
は
大
き
さ
も
形
も
自
由
自
在

代
々
受
け
継
が
れ
る
砂
の
山

湿
り
気
を
帯
び
柔
軟
な
鋳
型
と
な
る

植
物
の
力
強
い
生
命
力
を

曲
線
に
込
め
て
生
ま
れ
た
花
器

Yasuyoshi Matsumoto

原
型
に
砂
を
詰
め

か
た
く
包
み
込
む
よ
う
に

鋳
型
を
作
っ
て
い
く

23 2223 22

241100_飛鳥_110.indd   22-23 2024/12/09   18:22



「あともうひと匙食べたい」
そう思っていただけたら成功です。

どれにしようか迷ってしまう
今宵のディナーは３つのスープからチョイス

フォーシーズン・
ダイニングルームの

スープ
冷製ブルーベリーのスープ

カリフラワーのクリームスープ

阿波尾鶏と菜の花のブイヨンスープ

第九回

食事は船旅の
大きな楽しみの一つ。

かねてより
国内外の食通を
唸らせてきた

日本郵船の客船。
その伝統を継承する

飛鳥IIIII の
「美食」を巡ります。

2024年2月「常夏の島 
グアム・サイパンクルーズ」にて

アシスタント 
セクションシェフ

E.Tada

ース料理では前菜の後に
スープが提供されます。お腹
と舌の準備をして、メイン

ディッシュを迎えるのが役割。だからスー
プの味加減にはとても気をつかいます。
スープの味がしっかりし過ぎてしまうと、
次のお料理に行く前にお腹いっぱいに
なってしまうし、味の印象が残ってしまっ
てメインディッシュの邪魔をする。お客様
には「少しものたりない」「もう少し食べ
たい」と感じていただけるぐらいの加減
で仕上げるよう心がけています。
　ブイヨンとコンソメはすべて仕込みか
ら船内で調理しています。最大800名様
以上のお客様に提供するとなると結構
大変なんです。鶏ガラを下処理すること
から始まり、炊いて、と工程が多くありま
すし、量も多い。船内調理のこだわりは
飛鳥クルーズの伝統です。
　その日のスープはその日のディナー全
体の料理とのバランスで決められます。
料理長が「新玉ねぎのポタージュで」と
決めたら、「ベースは濃厚？」それとも「さ
らっと飲んでいただく？」「見栄えは？」な
ど試作検討を重ねてクルーズ２週間前
にはレシピが完成します。
　本日のディナーでは、温かいスープ２
種と冷製スープ1種からお選びいただき
ました。季節が夏だったり南国に向かう
クルーズなどでは、気候に合わせて冷製
スープをご提供することがあります。本日
は横浜を出てグアムに向かう途上でした
ので、船上の雰囲気もあって冷製スープ
を選ばれるお客様が多かったですね。
　スープはディナーの脇役。でもそれぞ
れの料理を繋ぐ大切なもの。「あともうひ
と匙食べたい」お客様にそう思っていた
だくことがスープ担当としての本望です。
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